
 

 

 

 

 

 

日時：12月 3日（土） １０：１５集合 

１０：３０開始 

場所：北海学園大学 
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 １． 平成 28 年 事業報告                  

 

3月 10日(木) 第 6回三支部交流戦  

~12日(土)  (熊本県総合射撃場) 

   

5月 7日(土) 植田杯争奪戦  

8日(日) 及び 平成 28年度春季北海道学生ライフル射撃選手権大会 

   (宮の沢屋内競技場) 

    

6月 17日(金) 平成 28年度東日本学生ライフル射撃選手権大会 

~19日(日) (埼玉県長瀞総合射撃場) 

    

8月 27日(土) 第 63回全日本学生ライフル射撃選手権大会予選会 

28日(日) 及び 第 29回全日本女子学生ライフル射撃選手権大会予選会 

  及び 宮の沢杯争奪戦 

  及び 平成 28年度夏季北海道学生ライフル射撃選手権大会 

   (宮の沢屋内競技場) 

    

10月 22日(土) 秋学杯争奪戦  

23日(日) 及び 平成 28年度秋季記録会 (宮の沢屋内競技場) 

    

10月 29日(土) 平成 28年度幹事長杯争奪新人戦 

30日(日) 及び 引退戦  

  及び 最終戦 (宮の沢屋内競技場) 

    

12月 3日(土) 日本学生ライフル射撃連盟北海道支部総会 

   (北海学園大学) 

    



 ２． 平成 28 年 会計報告                          
 

 

 
 

前年度繰越金 2,100,284¥    射場利用料 285,960¥       

学連会費 771,000¥       トロフィー・景品代 89,103¥        

エントリー代 標的代 134,800¥       

春学 98,000¥        日ラ新規・移籍・継続料等 769,000¥       

夏学 117,000¥       全日等交通費援助 644,450¥       

秋録 82,000¥        普及費 16,474¥        

新・引・最終戦 98,000¥        選手強化費 7,200¥          

日ラ新規・移籍・継続料等 769,000¥       記録申請料 6,400¥          

全日等交通費援助 320,815¥       段級申請料 1,500¥          

射場使用料 16,960¥        射手手帳代 13,630¥        

標的代 9,600¥          本部公認・地公認申請料 58,000¥        

段級申請 2,000¥          事務用品・備品代 45,652¥        

サーバー代 12,600¥        

宮の沢ロッカー代 61,800¥        

振込手数料 968¥            

雑費 27,860¥        

平成基金 22,000¥        

予備費 2,186,762¥    

合計 4,384,659¥    合計 4,384,159¥    

収入 支出



 ３． 平成 28 年 選手強化委員会事業報告                

 
2月 13日(土)  学連練習会 (宮の沢屋内競技場) 

8月 20日(土) 夏季学連練習会 (宮の沢屋内競技場) 

21日(日)   

9月 24日(土) 学連練習会 (宮の沢屋内競技場) 

  10月 8日(土)  学連合同選手強化練習会  及び 全日団結式 

(宮の沢屋内競技場) 

                            

 

 ４． 平成 28 年 競技普及委員会事業報告             

 
3月上旬 学連パンフレット作成 

3月下旬～ パンフレット配布 

4月 23日(土) ライフル射撃体験見学会 (宮の沢屋内競技場) 

                  

        

 ５． 平成 28 年 競技審判委員会事業報告             

 
8月 20日(土) 地方公認審判員講習会 (宮の沢屋内競技場) 

 

 

 ６． 平成 28 年 全日報告                      
 

平成 27年 12月 13日(日) 日本学生ライフル射撃連盟総会 

   (明治大学) 

    

平成 28年 10月 20日(木) 文部科学大臣賞争奪  

~10月 23日(日) 第 63回全日本学生ライフル射撃選手権大会 

  及び 文部科学大臣賞争奪 

  第 29回全日本女子学生ライフル射撃選手権大会 

  (埼玉県長瀞総合射撃場) 

 

 

 



 ７． 平成 29 年 新幹事案                       
 

幹事長 朝 倉  頌 (北海道大学) 

副幹事長 高 畑  朱 花 (北海学園大学) 

 畑 中  敬 太 (北海道科学大学) 

 松 﨑  健 輔 (北海道大学) 

競技審判委員長 松 﨑  健 輔 (北海道大学) 

競技審判副委員長 狩 野  大 地 (北海学園大学) 

競技普及委員長 齋 藤  美 玖 (北海道大学) 

競技普及副委員長 髙 田  雅 貴 (北海学園大学) 

選手強化委員長 齋 藤  美 玖 (北海道大学) 

選手強化副委員長 宮 澤  七 海 (北海学園大学) 

企画幹事 長谷川 達也 (北海道大学) 

徽章幹事 豊 森  開 (北海道大学) 

段級幹事 豊 森  開 (北海道大学) 

記録幹事 福田 有里子 (北海学園大学) 

会計幹事 太 田  凌 平 (北海道大学) 

渉外幹事 赤坂 信太郎 (北海道大学) 

総務幹事 赤坂 信太郎 (北海道大学) 

 谷  真 吾 (北海道科学大学) 

 畑 山  透  (北海学園大学) 

企画 石 坂  駿 人 (北海道大学) 

書記 梅 津  亜 美 (北海学園大学) 

運営 久保田 美羽 (北海道大学) 

 山 本  佳 奈 (北海道大学) 

徽章 貝 澤  風 海 (北海道大学) 

 西 村  怜 (北海道大学) 

総務 竹 内  悠 馬 (北海学園大学) 

 冨 樫  充 (北海道大学) 

 益永 奈々未 (北海道科学大学) 

   



 ８． 平成 29 年 事業計画                

 

3月 9日(木) 第 7回三支部交流戦  

10日(金) (宮の沢屋内競技場) 

   

5月 6日(土) 植田杯争奪戦  

7日(日) 及び 平成 29年度春季北海道学生スポーツ射撃競技大会 

   (宮の沢屋内競技場) 

    

6月 16日(金) 平成 29年度東日本学生スポーツ射撃競技大会 

~18日(日) (埼玉県長瀞総合射撃場) 

    

8月 26日(土) 第 64回全日本学生スポーツ射撃選手権大会予選会 

27日(日) 及び 第 30回全日本女子学生スポーツ射撃選手権大会予選会 

  及び 秋学杯争奪戦 

  及び 平成 29年度秋季北海道学生スポーツ射撃競技大会 

   (宮の沢屋内競技場) 

    

10月 14日(土) 宮の沢杯争奪戦  

15日(日) 及び 平成 29年度冬季北海道学生スポーツ射撃競技大会 

   (宮の沢屋内競技場) 

    

11月 18日(土) 平成 29年度幹事長杯争奪新人戦 

19日(日) 及び 引退戦  

  及び 最終戦 (宮の沢屋内競技場) 

    

12月 2日(土) 日本学生ライフル射撃連盟北海道支部総会 

   (北海学園大学) 

    

 



 ９． 平成 29 年 予算案                           
 

 

 
 

前年度繰越金 2,219,832¥    射場利用料 400,000¥      

学連会費 1,000,000¥    トロフィー・景品代 100,000¥      

エントリー代 標的代 100,000¥      

春学 100,000¥      日ラ新規・移籍・継続料等 750,000¥      

秋学 120,000¥      全日等交通費援助 800,000¥      

冬学 100,000¥      普及費 20,000¥        

新・引・最終戦 100,000¥      選手強化費 20,000¥        

三支部交流戦 300,000¥      記録申請料 10,000¥        

全日等交通費援助 150,000¥      本部公認・地公認申請料 60,000¥        

射手手帳代 30,000¥        事務用品・備品代 45,000¥        

日ラ新規・移籍・継続料等 750,000¥      サーバー代 12,600¥        

宮の沢ロッカー代 74,160¥        

振込手数料 1,500¥         

雑費 20,000¥        

予備費 2,456,572¥    

合計 4,869,832¥    合計 4,869,832¥    

収入 支出



 １０． 平成 29 年 選手強化委員会事業計画            

 
2月 12日(日) 学連練習会 (宮の沢屋内競技場) 

8月 19日(土) 

20日(日) 

夏季学連練習会 (宮の沢屋内競技場) 

9月 24日(日) 学連練習会 (宮の沢屋内競技場) 

10月 15日(日) 全日団結式 (宮の沢屋内競技場) 

 

 

 １１． 平成 29 年 競技普及委員会事業計画             

 
3月上旬 学連パンフレット作成 

3月下旬～ パンフレット配布 

4月 23日(日) スポーツ射撃体験見学会            (宮の沢屋内競技場) 

 

 １２． 平成 29 年 競技審判委員会事業計画                   

 

8月 19日(土) 地方公認審判員講習会 (宮の沢屋内競技場) 

  

 １３． 平成 29 年 全日計画                      

 
平成 28年 12月 11日(日) 日本学生ライフル射撃連盟総会 

 (明治大学) 

  

平成 29年 7月 1日(土) 第 21回日本学生選抜スポーツ射撃競技大会 

7月 2日(日) (埼玉県長瀞総合射撃場) 

   

10月 19日(木) 文部科学大臣賞争奪  

~22日(日) 第 64回全日本学生スポーツ射撃選手権大会 

 及び 文部科学大臣賞争奪 

 第 30回全日本女子学生スポーツ射撃選手権大会 

 (能勢町国体記念スポーツセンターライフル射撃場) 

 

 



 １４． 表彰                               

 

平成 28年 日本学生ライフル射撃連盟北海道支部 十傑 

 

 
 

1 長谷川　達也 北大 586.6 夏学 1 野上　俊樹 学園 353.3 春学
2 畑中　敬太 道科 579.6 最終戦 2 新井　麻由 北大 353.1 秋録
3 小林　直樹 北大 578.9 夏学 3 本間　崇文 北大 338.5 新人戦
4 大石　雄一朗 北大 576.2 夏学 4 金井　貴寛 北大 324.5 夏学
5 石川　峰成 北大 573.0 春学 5 三浦　竣太 北大 322.1 新人戦
6 豊森　開 北大 572.2 最終戦 6 杉山　碧 学園 313.2 新人戦
7 石田　幸輝 北大 566.8 夏学 7 久保田　美羽 北大 310.9 新人戦
8 須藤　広太 北大 562.1 春学 8 福澤　綾乃 学園 306.4 新人戦
9 大友　佳嗣 北大 560.7 秋録 9 中村　淳也 学園 297.5 秋録
10 神山　晃汰 北大 557.6 春学 10 塚本　恭平 学園 292.4 新人戦

1 尾上　樹里 道科 394.9 秋録 1 中垣　達也 北大 595.3 最終戦
2 浅里　仁美 北大 386.0 夏学
3 紺谷　亜耶 北大 383.9 夏学
4 仲尾　仁美 北大 379.0 夏学
5 高畑　朱花 学園 377.5 春学 1 石川　峰成 北大 577.4 夏学
6 川上　怜子 北大 376.4 秋録
7 齋藤　美玖 北大 375.5 春学
8 牛尾　佳那子 北大 374.8 春学
9 上澤　萌葵 北大 372.1 春学
10 宮川　里沙 学園 366.6　(S4=96.3) 夏学

対象試合
春学、東日本、夏学、全日、秋録、新人戦・引退戦・最終戦

平成28年日本学生ライフル射撃連盟北海道支部　新人王　　　　　　貝澤　風海（北海道大学）

10mARS40W

平成28年日本学生ライフル射撃連盟北海道支部　最優秀選手　　　該当者なし

10mSCATTS4010mARS60M

10mARP60

50mSBP60



 １５． 平成積立金                         

 

設立規定 

・この積立金は、日本学生ライフル射撃連盟北海道支部の会計が猶予ならざる状

況にあると判断された場合、それを回避する手段として設立された平成基金を改

正したものである。 

・平成 26年 1月 1日より施行される。 

 

日本学生ライフル射撃連盟北海道支部積立金運営規則 

1. 積立金は、検査器具の新規購入やその修理費、または普及事業等における出費

等により、日本学生ライフル射撃連盟北海道支部(以下学連北海道支部)の会計に

大きな打撃を与えると理事会において判断された場合にその負担を軽減するもの

として使用される。 

2. 理事会役員として理事長、副理事長、理事を設置する。 

3. 理事長は学連北海道支部支部長が、副理事長は学連北海道支部幹事長が、理

事は学連北海道支部のその他役員、加盟校主将がその任にあたる。役員は学連

北海道支部規約に基づいたものである。 

4. 理事長は理事会を招集し、その決定について責任を負う。 

5. 副理事長は、理事長に代わり理事会を招集、決議することが出来る。その場合は、

結果を理事長に対して報告し、承認を得なければならない。 

6. 理事会は招集を不定期とし、その招集は理事長または副理事長が行えるものとす

る。 

7. 理事会は、理事会役員の３分の２以上の出席を以ってその効力を持つ。なお、理

事のうち役職を兼任しているものについては、役職の数をもって定数とすることが

できる。 

8. 理事会役員が欠けた場合は、学連北海道支部で当該役員として新しく就任した者

を後任とする。年途中で加盟校主将が変更された場合も同様とする。 

9. 出資金は学生連盟加盟年限に達する者の有志から募るものとし、出資金は一口 1



千円とする。 

10. 学連北海道支部からは定期支部総会での会計報告における次年繰越金の１％を

目安に積み立てることとする。 

11. 積立金は毎年 1 度、学連北海道支部総会において会計幹事より使用の有無、積

立金の残高を報告する。 

12. 積立金は学連北海道支部会計幹事が専用の口座で管理する。 



 １６． 報告                                
 

・第 7回三支部交流戦経過報告 

・平成 29年度東日本学生スポーツ射撃競技大会経過報告 

・強化選手制度に関する報告 

・平成積立金に関する報告 

 

 １７． 議題                                
 

・選手強化制度についての変更 

・北海道支部競技会における 10mSCATT種目競技の変更について 


